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　世界中で広がったコロナウイルス感染症がよう

やく収束を迎えつつあり、リアルな対面活動の再

開も始まっております。しかし、例年にはないほ

どのインフルエンザの早期からの蔓延や新たな感

染症の注意喚起がなされるなどなど、まだまだ心

配事は尽きません。

　さて、今回発刊いたしました 16 巻 1 号は主に

2023 年 8 月に開催された第 17 回日本臨床検査学

教育学会学術大会の基調講演や教育講演、教育シ

ンポジウムでご発表いただいた先生方にご執筆い

ただきました。2022 年度入学生から適応されてい

る新カリキュラムにより多くの養成校でも新たな

形で臨地実習、臨地実習前技能修得到達度評価を

スタートさせ、これからの臨床検査技師に求めら

れる知識や技能そして多様性についても情報を収

集されていることと思います。そのような状況の

中、基調講演や教育シンポジウムでご登壇いただ

きました先生方には「カリキュラム改訂後、今後

求められる臨床検査技師教育および卒後教育・資

格」について執筆いただいております。また、学

生優秀発表賞を受賞された 6 名の学生さんにもご

執筆いただき、次世代の臨床検査技師界を担う若

者たちの活躍に編集委員も勇気をもらいました。

是非ご一読いただけますと幸甚に存じます。ご協

力いただきました先生方、学生の皆さんにはこの

場をお借りして御礼申し上げます。

　厚生労働省による指定規則の変更や、文部科学

省による教育基本法改正や教育振興基本計画の発

表により、養成施設は迅速かつ的確に時代に即し

た改革を求められています。大きな時代の変革に

しっかりと追従し、各養成校に所属する教員や臨

床検査技師を目指す学生がさらなる飛躍を果たせ

るよう、本誌でも情報提供をしてまいります。

　各養成校の教員の皆様におかれましても、今回

ご協力いただいた方々のご執筆内容が今後の教育

の有益な情報となることを願っています。

（令和 5 年 12 月 4 日　編集委員　　杉本　恵子）
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